
「どしゃさいがいのじゅんび」 
まんのう町立仲南小学校 １年 山内 麻未  さん

わたしが、「どしゃさいがい」をしったのは、「どしゃさいがいのさばい
ばる」というほんをよんだからです。そのほんをよんでがけがくずれて、
いえがながされたりしてたいへんそうだとおもいました。たいせつない
えがながされるのは、つらいです。たくさんのひとがしぬのはこわいで
す。 
わたしのしょうがっこうのつうがくろでも、たくさんのあめがふった
ときに、じすべりがおきたとかぞくからききました。じすべりがおきたあ
とすぐに、しょべるかーがきてこうじをしたそうです。そのあとはおこっ
ていません。 
でもそこはつちがみえていて、またあめがたくさんふったらくずれそ
うでこわいです。 
つぎのおおあめがおこったときは、へるめっとをかぶって、あんぜんな
ばしょにひなんしようとおもいました。あんぜんなばしょは、しょうがっ
こうのたいいくかんです。わたしのいえにはへるめっとがないので、かい
にいきます。じすべりしたばしょは、しょうがっこうのつうがくろなの
で、はやめにひなんします。 
わたしのおとうさんは、さいがいがおこるまえにしごとにいっていな
くなります。だから、わたしがかぞくに「ひなんしよう。」といおうとお
もいます。はやくひなんするためにひなんばっくをつくっておきます。ひ
なんばっくは、いつもなかをみてくさっていたらかいかえします。ふくそ
うはなつでも、ながそでながずぼんにきがえて、ながぐつをはくのでじゅ
んびしておきます。 
わたしのすんでいるまちのちゅうなんは、やまがおおいので「どしゃさ
いがい」がおこりやすいばしょだとおもいます。みんながじゅんびをして
はやくひなんができたら、いいなとおもいます。 
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